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１.はじめに

1980年代にアメリカでは、両親の離婚が子どもにダ

メージを与えること、一人親の家庭で暮らすことが子

どもの適応性や幸せに害を及ぼすとする「親不在論」

について、子どもの境遇を考慮して数多くの議論が行

われていた。しかしその後子どもの幸せを予見する決

定的要因として浮かび上がったものに、「家族摩擦論」

があった[Vandewater & Lansford　1998:323]。こ

れは家族構成にかかわらず、父母間の摩擦が多い子ど

もは、一様に幸福感が低いという理論である。離婚を

していなくとも父母間に摩擦が多いのであれば子ども

にとっては問題であるという「家族摩擦論」は、その

後日本にも紹介されている［岡田　2000:173］。しか

しながら「親不在論」や「家族摩擦論」は、一人親あ

るいは両親が子どもを養育しているという前提のもと

で議論が展開してきたのだが、近年は親が子どもを養
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要　旨

　孫の養育責任を担う祖母が抱える問題をもとにして、祖父母学習の課題を考えることを試みた。「役割」と

いうレンズを通して、まず祖母が置かれた状況を明らかにした。

　その結果、⑴「役割タイミング」として、孫の養育を開始する祖母の年齢が高いほど養育問題の深刻さが

みられた。⑵「役割の曖昧さ」では、既存の養育規範や実子（祖母の子）の配偶者側との親権問題に祖母が

拘束されていたのがわかった。⑶「役割葛藤」から、「母方祖母よりも父方祖母」「父方祖母と孫娘という組

み合わせ（『血』の葛藤）」に問題がみられていた。特に⑶の父方祖母の葛藤（「血」の葛藤）は、アメリ

カでの研究にはないもので、日本の調査で得られた新たな知見である。

　祖父母期の長期化に伴い、保健センター・子育て支援センター・生涯学習センターなどで行われる祖父母

学習は、子育てを含む祖父母の学習の機会あるいは最新の情報源として大きな役割を担って展開していくで

あろう。しかしながら⑴から⑶の結果から、祖母らが多様な問題と対峙しなければならない状況に置かれて

いたことが理解できた。そのため祖父母学習という場でも、個別カウンセリングのニーズの把握とその実施

については今後の課題となると想定される。祖父母の情緒的役割については、祖父母の潜在能力を引き出す

上でも継続して重視すべきと思われた。さらに男の子だけの養育経験者である祖父母が女の子の孫を養育す

る場合（あるいはその逆のケース）等では、どのようにジェンダーの違いが受けとめられているのか、実際

に子どものジェンダーとは違う孫の養育に関わった父方・母方祖父母の双方の体験談が参考になると考えら

れる。
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育できないため孫の養育を担う祖父母が年々増加して

きていることが報告されている1)。

マーガレット・プラット・ジェンドレクは、孫の

養育に関わる祖父母を、①孫の親権を持った祖父母2)、

②デイ・ケア型（日中養育型）の祖父母、③同居型の

祖父母に分類している。②と③の祖父母は孫の養育に

法的責任はなく、①の祖父母の養育責任が一番重い。

調査結果でも親権を持った祖父母の身体的・心理的疲

労感が他の祖父母と較べてより強いものとなっている

が、他方で生活に目的をもつことができるというプラ

ス面もみられていた[Jendrek　1993］。

　バート・ヘイスリップらは、過去15年間に渡る文

献から、親権を持った祖父母の研究に以下のような

特徴を見出している。⒜孫を養育することのコスト

と恩恵、⒝祖父母の多様性、⒞ソーシャル・サポー

トの重要性、⒟祖父母のペアレンティング、⒠祖父

母をサポートする実践者への提案である[Hayslip & 

Kaminski　2005:262]。次に日本の祖父母研究に目を

移してみると、養育者である親（特に母親）がいると

いうもとで研究が進められており、⒜の視点から親の

代わりに孫を養育する祖母の研究が始められたばかり

である3)。

　祖父母期の長期化さらには公的な子育て支援が十分

とは言えない現状を鑑みると、子育て支援を含む祖父

母の学習機会の必要性は今後高まるであろう。そこで

本稿では、孫の養育責任を担う祖母の調査から祖母が

抱える問題点を引き出し、その上で孫の主養育者は父

母であることを前提にして行われている祖父母学習の

課題について考えていきたい。

２.調査及び考察

２.１.分析視角と調査対象者

ローラ・ランドリー ＝ マイヤーらは、役割は社会的

に合意された機能と行動であるから、「役割タイミン

グ」「役割の曖昧さ」「役割葛藤」は、どのように祖母

が孫の養育役割を経験しているのかを知るレンズにな

るという[Landry-Meyer & Newman  2004:1006]。

　本稿でもこのレンズを参考に、第一に「役割タイミ

ング」として祖母の年齢に関する問題、第二に「役割

の曖昧さ」として祖母役割ではなく親役割を担ってき

た祖母からの問題点、第三に「役割葛藤」として他の

同年代の祖母との比較や、親役割がスムーズに遂行さ

れない心理的な矛盾点を通し、孫の養育を担う祖母の

現状を捉えたい。

調査対象者は、母親がいない（同居していない）も

とで養育の第一責任者となって孫の養育を担う祖母で

あり、過去にそのような経験があった祖母も含んでい

る。主に友人ネットワークを通じて対象者にアプロー

チし、調査の了解が得られた方々にインタビュー調査

を行った（2004年９月から2005年10月）。その中から、

父方祖母（2006年12月）、現在子育て支援活動中の祖

母（2007年７月）各１名に再調査をし、静岡県袋井市

の祖父母の育児講習会（2007年10月）に筆者が参加し

ている。対象者の概要を表１に示した。

調査対象者の方々は、北海道の大都市・中都市・小

都市に均等に分散しており、一都市に集中していると

いうことはなかった。父方祖母７名、母方祖母４名で

ある。結婚後に親世代（祖母）と同居という選択をし

た子世代はいない。全ケースを概観して、祖母による

孫の養育期間が比較的長いことが、本事例の特徴と言

えるであろう。

２.２.「役割タイミング」

　孫の養育開始時あるいは現在において、どのような

問題が生じているのか、祖母の年齢に重心を置き考え

ていきたい。

　「息子がリストラにあい、そのゴタゴタしている時

に嫁が二人の子どもたちを残して蒸発してしまって。

それで息子も同居して、孫たちを育てることに。（中

略）孫らは、７歳（女）と５歳（男）と大きくなって

いたので、こんなこと自分の子どもを育てている時

にはなかったことですけど、何度注意してもわからな

いことがあったりしましてね。……たとえば、汚れて

いるという感覚が孫たちにはなかった。……私が幼

い頃に教えられたように言っているだけなのですが」

[M10]と語るのは、68歳から孫の養育を開始した祖母

である。

　このケースでは、養育開始時の祖母の年齢が高く

なっていたが、それは必然的に孫の年齢が高いことを

示しており、祖母だけでなく、孫側からもとまどい

があったことが示唆されている。さらに母親が蒸発し

たことが重なり、孫たちが言葉に出すことは決してな

かったが、「自分たちは、母親に捨てられたんだ」と

思っていることを感じたという。母親の存在がしっか
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り記憶されており、祖母が親役割を担うには最初から

困難が予想されることになっていた。さらに空巣期間

が23年と長く、これは夫婦二人だけの生活パターンが

しっかり出来上がっていたことを意味している。祖母

は、夫婦二人の生活だから無理なくできた20年余りに

及ぶ社会活動を、縮小そして休止へと移行しなければ

ならなくなり、比較的自由に使えた時間を急に失うこ

とになっていたのである。

　もう一事例、65歳で孫を養育した祖母は現在の気

持ちを次のように語る。「今育てている孫（女）が、

生後40日の時に孫の母親が交通事故で亡くなり、それ

からもう10年……。途中でこの子（孫）の上に３人の

孫たち（姉・兄）がいたので、離して育てるのは可哀

想とその孫たちも一緒に育てた時期もありましてね。

その間、一心にみてきたかと。（中略）上の孫たちは

小学校卒業あたりから、順々に（近郊の都市に住む）

父親のところで暮らしています。とうとうこの子も父

親のところに戻す時期がきているのかと悩みますね。

成人するまで育てることができるかどうかわからない

ですが、産まれてからすぐ育ててきたので。この子の

将来のことを考えると何とも言えません。」[M11]

　祖母が75歳となり、生後から10年間育ててきた孫

を、もう父親のもとに戻すべきではないのではないか

と思い悩んでいるところであった。父親の住む都市に

移った孫たちは、法事にきたりすることがあっても、

一切父親との生活について語ろうとしないという。こ

れ以上心配かけまいという孫側の配慮があると思え

るが、だからこそ一番下の孫を手放せなくなっている

という現実があった。祖母にとって家族とは「自分に

あたわったものを含めて、共に暮らしていくこと」で

あったが、年齢という壁を前にしてどのような選択が

いいのかという問題が出てきていた。

　では他方で、年齢の若い祖母のケースには如何なる

問題があったのであろうか、46歳で養育を開始した

表１　対象者の概要

ケースＡ 年齢 職業 同居家族Ｂ 空巣期間Ｃ 養育期間

養育原因Ｄ／

子どものジェ

ンダーＥ

備考

Ｙ１
父方祖母

54歳 専業主婦 曾祖母（96）

祖父（61）孫・男（14）

なし 11年継続中 ①／１ 孫の父親（34）、他都市で就業

Ｙ２
母方祖母

67歳 専業主婦 祖父（70）

孫・男（12）、孫・男（11）

なし 12年継続中 ②／３ 孫の母親（34）、他都市で就業

Ｙ３
父方祖母

54歳 パート 祖父（61）⁂長男（27）、

二男（18）、孫・男（８）

なし ８年継続中 ①／３

Ｙ４
母方祖母

54歳 パート 祖父（60） ３年 ６年で終了 ③／２ 調査日より５日前、孫・男（10）

は母親（31）の元に戻る

Ｙ５
母方祖母

65歳 自 営 業

（夏期）

祖父（70） 11年 ４年で終了 ⑤／３ 親権の問題で、孫・男（５）

は父親側に

Ｙ６
父方祖母

65歳 専業主婦 祖父（61）

孫・男（16）、孫・女（14）
10年 ７年継続中 ⑤／３ 祖母は子連れで再婚、孫の父

親は離婚後に交通事故死

Ｙ７
母方祖母

59歳 自営業 孫・男（17） ３年 13年継続中 ⑤／３ 孫の母親は離婚後に交通事故

死

Ｙ８
父方祖母

66歳 パート 祖父（68）⁂二男（35）

孫・男（16）、孫・女（７）

なし 14年継続中 ①／３ 二男再婚時、孫の養育中断期

間有り

Ｙ９
父方祖母

57歳 自営業 ⁂長男（31）孫・男（10） なし ９年継続中 ①／３ 祖父（65）、他都市で就業

Ｍ10
父方祖母

81歳 専業主婦 ⁂長男（54）

孫・女（20）、孫・男（18）
23年 13年継続中 ④／３ 祖父（84）はケアハウス、孫・

女は入院中

Ｍ11
父方祖母

75歳 専業主婦 祖父（77）孫・女（10） なし 10年継続中 ⑥／３ 孫の父親（45）、他都市で就業、

現在第四子のみ同居

注）Ａ：孫の養育開始年齢50代までにＹを、60代からはＭを、それぞれケース番号の前に記入している。

Ｂ：孫の親には⁂をつけている。

Ｃ：子どもらが巣立ち、夫婦二人だけの期間である。

Ｄ：孫を養育するようになった原因として、①子どもの離婚（配偶者側の養育放棄）、②子どもの別居（配偶者側の養育放棄）、

③子どもの家庭問題（家庭内暴力等）、④子どもの配偶者の蒸発、⑤子どもの死亡、⑥子どもの配偶者の死亡に分けて記

載している。

Ｅ：１は男の子のみの養育、２は女の子のみの養育、３は男の子と女の子の養育経験（祖母）を表す。
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祖母の話を引用したい。

「２年前、長女（29歳）のところに孫と一緒に遊び

に行った時のことですが……。そこに孫と同じ位の子

ども（６歳）がいて、その子が自分のことを『おばあ

ちゃん』と呼んでいるので、さすがに今育てている孫

の方が変だと思い始めたんです（誕生してすぐに養育

していたため、それまで祖母が母親だと思っていた）。

家に帰ってきてから『僕、本当のお母さんに会いたい』

と言われたことがあったんですよ。そんなことがあっ

たりして疲れて横になっていると、『僕がいるから疲

れるんでしょ』と孫が言ったので、『そんなことない

よ。育てたくて育てているんだから』というやりとり

がありましてね。（中略）１年前に息子が犬を飼うこ

とになって、その時に家族の関心が犬の方に向いてい

ると、『僕を可愛がるの忘れないで』と、孫も自分が

可愛がられる存在であると主張してきたんです。ほっ

としました。今では、孫は我が家の三男坊だと思って

育てていますね。」［Y３］

Y３の祖母のように、年齢が若く、孫の誕生後すぐ

に養育を始めていると、孫側に祖母が母親と思ってい

た期間があることがわかる。孫自身が祖母家族の一員

であると主張できる日まで孫の葛藤と向かい合わなけ

ればならないこともあるが、孫なりに何らかの結論が

出せる日がきて、そのことを祖母が認知できると、孫

というのではなく自分の子どもとしての受け入れに重

みが置かれていた。「子育てではゆとりがもてなかっ

た分も補いたい」という言葉も聞かれ、セカンド・

チャンスの子育てとして、孫育てが位置づけられてい

ると言えよう。

　これらのことから、孫の養育を開始する祖母の年齢

が高いと、開始直後でも年齢の高い孫との間に問題が

生じている[M10]が、現状でも今後孫の養育について

どこで境界線を引くべきなのかという問題が出てきて

おり[M11]、年齢が若いうちに孫の養育を開始した祖

母と較べると抱える問題の深刻さがわかる。

２.３.「役割の曖昧さ」

　祖母が孫の親権を獲得して親役割を担うということ

は、養育責任の所在がはっきりとし、役割移行がうま

くいくこともあると思われるが、日本では孫の親がい

る上での親権獲得は考えにくい。それ故祖母が祖母役

割ではなく親役割を遂行する際に、「役割の曖昧さ」

を感じることは多々あったのではないだろうか。如何

なる要因が曖昧さを生じさせていたのか、中途で孫の

養育をやめることになった祖母の問題点から捉えてい

きたい。

　「娘のところで家庭内暴力（夫から妻に対して）が

あって、それがエスカレートして孫にも暴力がいくよ

うになってしまって。娘のところに行って、落ち着く

まで（離婚して、就職して生活が落ち着くまで）と、

孫だけ連れて帰ってきたんです。（中略）５年間孫を

育てた１年前に、母親のところに帰すということに

なって荷物も送るだけになっていたけど、急に娘から

『まだ自信がない』と言われ、もう１年みることになっ

たということがありましてね。５日前今度は本当に、

孫はとうとう母親の住む街に移っていきましたよ。で

もこれでよかったのかと。」［Y４］

　調査日より５日前に孫が母親のところに戻ったばか

りというケースであった。このケースでは「娘と孫の

ために最大限のことをした」と、６年間の役割につい

ての満足感を耳にすることができると思っていたので

あるが、インタビュー中に祖母が口にしたのは「後悔」

である。孫が見知らぬ土地に移り、養育者（祖母から

母へ）も変わるという環境の大きな変化を考えると、

「いつか孫は母親のところに戻らなければならない」

という考えに縛られ過ぎたという思いが消えないとい

う。「子どもは親が育てるべき」という養育規範に囚

われて、「親（役割）をし過ぎてもいけないし、かと

いって祖母（役割）に徹することもできない」という

曖昧さが生じていた時もあったという。祖母が親役割

を担うに際し、既存の養育規範が孫の養育遂行に影響

を与えていたことが考えられる。

　次は、親権がないばかりに孫の養育を断念するとい

う苦渋の決断を下さなければならなくなった祖母の語

りである。

　「孫を養育する祖父母の立場とは、こんなに弱いも

のかと思いました。亡くなった娘の代わりに孫を育て

たいとどんなに望んでも、親権の問題で相手側（孫の

父親側）の主張が通り、どんなに頑張っても孫を５歳

までしか育てることができなかった……」［Y５］と、

祖母側に理不尽な思いが残っていたのであった。娘が

産後うつ病にかかり、それが引き金となり自殺にまで

追い込まれてしまったのである。娘の配偶者側のうつ

病に対する無理解そして娘の死、親にとって耐えがた

い事実を受け入れなければならない時に、娘の代わり

にと１歳になる孫の養育を望んだのであった。だが娘
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の配偶者側に親権があり、本人の意志に反し、５歳ま

でという期限付きの養育しかできなかった。孫の誕生

から孫の養育に関わり、娘をサポートしてきた祖母に

は法的権利が何もないため、孫の養育を諦めなければ

ならない日がくるという状況の中で、親役割を遂行し

ていたのである。祖母と実子の間で、親権についての

問題はみられなかったが、祖母と実子の配偶者の間で

孫の親権を巡って問題が生じ、その結果、祖母側が家

庭裁判所から譲歩することを要求されていたのであっ

た。

　以上のことから祖母が親役割を担うに際し、既存の

養育規範、子の配偶者側との親権問題が、「役割の曖

昧さ」を生じさせる要因として挙げられるであろう。

２.４.「役割葛藤」

　孫を養育している祖母にとって、祖母と同じ世代の

人々はどのように映っているのであろうか。「孫の養

育責任がない同年代の人たちをどのように思います

か」という問いに対する答えから、親役割を継続する

上での葛藤が明らかにできると思われた。次に祖母側

の代表的な意見を取り上げている。

「別に、他の同年代の人たちがいい生き方している

なんて思えない。」［Y１］

「私は他の同年代の人たちよりたくさんの役割を

担っているし、自分を試す形での役割を担って生きて

いると思えます」［Y３］というように、想定に反し、

制約の少ない「同年代の人たちと同じような生き方を

したかった」等の言葉は聞かれなかった。「いろいろ

あるけれど、子育てに代わる大きな役割はないでしょ

う」［M10］との思いが祖母を支えていた。イメージ

化されている祖母役割と現在の役割とのギャップに

よって引き起こされている葛藤［Landry-Meyer & 

Newnan　2004:1019］がなかったのは、特記すべき

ことであろう。その上で問題として取り上げるべきこ

とは、「孫の養育は本来、母方祖母がすべき」という

養育規範がすべての父方祖母らに内在化していたこと

である。以下に父方祖母の話を記す。

「下の孫（女）を息子が連れて家に戻ってきた（二

度目の離婚）時、どうして私たちが面倒みなければい

けないのかって思いましたよ。それで相手側の母親

（母方祖母）のところに行ったんです。再婚していて、

『孫の面倒をみなければならないのだったら、死ぬ』っ

て言われました。それじゃ孫は施設に預けるしかない

ねという話になったんですけど……。でもそうなった

らうちのお父さん（父方祖父）も孫が可哀想と思って、

『そんなことになるんだったら、うちでみる』と強く

言ったんです」［Y８］と、母方祖母が孫を養育でき

ない状況にあるということを何らかの形で確認した上

で、孫の養育ということになっていた。母方祖母が孫

の養育を開始する際に、「孫の養育は、父方祖母がす

べき」という言葉は聞かれず、それ故改めて父方祖母

と話し合いの場が設けられるということもなかった。

　さらに父方祖母には、「孫娘には、違う『血』が入っ

ているという思い（葛藤）があった」[Y８][M10][M11]

というように、「孫息子と父方祖母」には問題がみら

れなかったのであるが、「孫娘と父方祖母」という組

み合わせに、祖母側から「血」の葛藤という問題があ

ることが確認できた。対象者が限定されていたため、

「孫娘と母方祖母」「孫息子・孫娘と母方祖母」という

組み合わせがないことに加え、父方祖母が結果的に孫

娘だけを養育していたというケースもなく今後の課題

も多い。だが現段階では、祖母が子連れで再婚のため

祖父と孫たちが非血縁関係にあるケースでさえ、「上

の子（孫息子）に反抗されて困ったことはなかったけ

れど、今は下の子（孫娘）の反抗がきつくて」「上の

子は、私たちの老後をみると言ってくれた」[Y６]と

いう言葉も聞かれることから、父方祖母が孫息子と孫

娘を同時に養育する際に、問題が生じやすい組み合わ

せと言えるであろう。孫息子に対する期待は強く、孫

娘がある程度成長した段階で養育を始めると、孫娘側

で祖母の反応の違いを察知した結果なのであろうか、

尾をひくことがあることも想定できる。

子世代が結婚後に核家族を形成し、何らかの問題が

あって子世代・孫世代が親世代（祖母）の家に戻るこ

とになった場合に父方祖母が、「（母方祖母が孫をみる

べきなのに）何故私が孫をみなければならないのだろ

うか」「（孫息子では親役割の遂行がスムーズにいくの

に対し）孫娘には違う『血』が入っている」という親

役割の遂行を妨げる葛藤を感じていたのである。

３.祖父母学習について

３.１.子育て支援活動をする祖母から

事例Y５の祖母は、孫が親権の問題で父親の住む他

都市に移り、その父親側からは孫との交流さえ（里心
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がつくといけないというため）拒否されている。しか

しながら孫が去ってから子育て支援の活動に関わって

いる関係で、祖父母の孫育てを目にすることもあり、

現在の「孫育て」について考えることも多いという。

そのため再度の調査となった。

　「私は今のおじいちゃんやおばあちゃんは、孫にス

マートに関わり過ぎているのではないのかと思ってい

ます。（孫が中学生位になると孫の言うことに反論で

きなくなるので）孫が小さいうちは、幼い心の純真さ

にもっと応えてあげるべきではないのかと。『うれし

い』『気持ちがいい』とか『悲しい』という感覚をしっ

かり受けとめることができるのでは。」

　「生活の些細なこと、『知恵』や『やさしさ』とか教

えられるはずです。たとえば『困った時には人の手を

借りる』『どうやって人の手を借りるのか』、植物や動

物をどんな気持ちで育てていくのか。そしてじいちゃ

ん、ばあちゃんは、『どんなことがあっても、孫のこ

と信じているんだ、守っているんだ』ということを伝

えることができるのではないでしょうか。見えないと

ころで孫を支えている存在があるというように」。さ

らに「甘いじいちゃん、ばあちゃんでなく、もう一工

夫、我慢の仕方だって教えることができるでしょう」

と、子育て経験があり、かつ人生経験を積んだ祖父母

だからこそできることに注目している。

　地域には、祖父母講演会（講習/講座）・学習会（学

級/教室）というような祖父母学習とみなされるもの

はないが、仮にそのような機会が提供されるのであれ

ば、「自分の子どもには教えることができなかったけ

れど、孫には些細なことでも教えることはたくさんあ

る」ため、祖父母と孫の情緒的な関わりを重視してほ

しいという。「子育て」の止揚という面が、「孫育て」

にはあるのであろう。

３.２.祖父母のための育児講演会から

　静岡県袋井市保健センターでは、平成13年から祖父

母のための育児講演会を年１回、開催している。対象

は、現在３歳以下の孫がいる祖父母である。平成19年

度は、「子どもの発達と遊び」についての講演であり、

子育て支援活動をするNPOから講師を招いていた。

担当者の方の話では、「孫育てに関する悩みが聞かれ

たこと、さらに子育て支援要員として祖父母に注目

したこと」などが講習を展開するきっかけになったと

いう。祖父母の声をもとにした試みであろう。講演は

食育に関する年もあり、「３年間位続けて受講しても

内容が重なることがないように」とプログラムを工夫

しているそうである。さらに午後７時から開始される

ため、就業していても参加可能な時間帯であった。表

１の調査対象者の概要からわかるように就業中の祖母

がいたため、開始時間を重視し参考とすることに至っ

た。

　今回の講演では、子どもたちが、年々遊びの中で自

然に身につくはずの力が発達しなくなってきていると

いう現状がクローズ・アップされていた。距離感がつ

かめない子、障害物をよけることができない子がいる

ことは、乳幼児期に握る・押す・引っ張るなどの能動

的な運動力が十分養われていないのではないかという

問題提起があった。そのため子守歌を通した遊び・体

操を、実際に祖父母にも実演してもらうことによっ

て、動きを取り入れた情緒的な働きかけの大切さを伝

えることに重点が置かれていた。忙しい現代の父親や

母親に代わって、テレビやゲームでは得られない祖父

母の「働きかけ」の重要性は、本稿のY５の祖母が語っ

ていたことと一致している。

　配布されたレジュメには、「歌」や「遊び」の紹介

の他に、「あそび子育てインストラクター養成講座」

「子育てしている人のための講座」などの情報が添付

されており、育児講演会での学びからさらにスキル・

アップする方法があることがわかる。また希望者に

は、この講習で学んだ以外の情報が含まれたテキスト

（NPO編）が用意されており、これは祖父母がすでに

忘れてしまった可能性がある子どもの発達過程に関す

る知識を、再認識することにつながっていくと考えら

れる。

　子育て期よりも長期化する祖父母期に伴い、祖父母

向けの学習プログラムは、保健センターだけでなく、

子育て支援センターや生涯学習センター等でも関心が

集まるであろう4)。今後様々な試みの展開が予想され

る段階であるが、子育てを含む祖父母の学習の機会、

あるいは新たな情報源として、祖父母学習のシステム

が構築されると思われた。

４.結びに代えて

孫を養育している祖父母らのストレスと向かい合う

ためには、祖父母と孫の両者のカウンセリング・プ
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ログラムが絶対的に必要だという［Cox   2000:309］。

きわめて限定された事例数の中からであるが、祖母側

から捉えると「役割タイミング」から年齢の高い祖母、

「役割葛藤」から父方祖母にストレスが多いことが示

されていた。特に孫娘を養育する場合にだけみられた

父方祖母の葛藤（「血」の葛藤）は、アメリカの研究

にはない新たな知見である。さらに「役割の曖昧さ」

から、既存の養育規範や実子の配偶者側との親権問題

に祖母が拘束されていたことがわかった。祖母らが孫

育てに全精力を傾けつつも、多様な問題と対峙しなけ

ればならなかったことが理解できる。今回参加した育

児講演会では、参加者全員の中での質問は可能であっ

たが、今後はあらゆる養育責任を担っている祖父母の

ためにもこのような機会をもとにした、個別カウンセ

リングのニーズの把握やその実施ということが必要に

なってくるのではないだろうか。

祖父母の情緒的役割は、祖父母の潜在能力を引き出

す上でも、引き続き強調されるべきと思われた。孫と

の人間的関わりをより強くもつことによって、祖母の

主観的幸福感が強められている［杉井他  1996:100］

ことは、祖父にも言えると推察できる。Y５の祖母が

示唆していたように、祖父母と孫との人間的な関わり

の蓄積が孫を守る精神的な盾ともなりうるであろう。

本稿中の孫娘と孫息子を養育した経験のある父方祖

母は、自らの子育てでも女の子と男の子の双方の養育

経験があった。つまり「『血』の葛藤」は、子どもの

ジェンダーと孫のジェンダーが一致している中（男

児・女児の養育経験があるという状況）での発言だっ

たのである。子どもと孫のジェンダーが違った場合で

も、同じような言葉が聞かれたのであろうかという疑

問が残っている。このことから、子どものジェンダー

と孫のジェンダーの相違がみられる場合の孫育てにつ

いては、今後の祖父母学習でも検討課題となるように

考えられた5)。男の子だけの養育経験者である祖父母

が女の子の孫を養育する場合（あるいはその逆のケー

ス）等、子と孫のジェンダーの組み合わせの違いはど

う受けとめられているのか、実際にそのような孫の養

育を担った父方・母方祖父母の双方の体験談が参考に

なるのではないかと想定される。

〈注〉

1）　祖父母を長とする家庭で育てられる子どもたちは

400万人以上とされており、増加傾向は続き、そ

の中には子どもの親がいないことも多いという。

原因として、子の親の薬物中毒の割合が一番高い

ことが多くの調査からわかる［Hayslip & Hicks-

Patrick eds.  2006］。

2）　 ジェンドレクは、custody（監護権）とguardian-

ship（後見人の権利）の二つの権利を部分的に

持っているケースでも、孫を養子としたケースで

も、custodial grandparentとしている。本稿では、

custodial grandparentを親権を持った祖父母とし

た。

3）　詳しくは、古口［2007］を参照されたい。

4）　札幌市子育て総合センターでは、平成16年度から

年２回、祖父母講座を開催している。平成19年度

は感性豊かな子ども（孫）への具体的な関わりに

ついての講習（講師：元教員）であり、改めて子

どもという存在について考える機会を提供してい

た。子どもの内なる声に耳を傾けることができる

のは、精神的余裕のある祖父母の役割ではないか

との問題提起があった（平成19年10月参加）。こ

のような祖父母のエンパワーメントを高める取り

組みは、アメリカ（祖父母教育）と違い日本では

広く浸透していない。そのため本稿では、祖父母

の学習機会を総括して祖父母学習とした。

5）　長寿化の中で長期に及ぶ孫との関係性の構築は、

今後重要なテーマとなるであろう。同時に今後の

研究課題として、「子と孫のジェンダーの違いが

孫育てに及ぼす影響」ということが考えられる。
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